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鑛看護部教育委員会活動報告
　現在教育委員会は、諸事情により科長会で企画された研修の運営を主な活動としている。
　しかし、本来教育委員会は現任教育の中核である集合研修の企画から運営を行うべきであり、今後はその役割
を担っていくための準備を始めなければならない時期にきている。
　平成19年度教育委員会は、以下の目標のもと活動を行った。
【目　標】
　1．企画されている集合研修を滞りなく行う
　2．委員全てが研修運営方法を理解し、運営ができる
　　　プロジェクター、コンピューター操作マニュアルの作成
　3．教育委員の役割について知識を深める
　　　看護協会主催の現任教育研修の報告を聞く
　4．新採用者オリエンテーションへの参加
【活動内容と結果】
1．集合研修は以下の通り実施
研　　修　　名 日　時 講　　　　　師 参加者数
口腔ケア研修（新採用者対象） 19．5．19院外）牧野歯科医師 13人
防災研修（新採用者対象） 19．6．15総務課中村 11人
看護過程研修 19，7．12院外）天使大学小林 46人
チームリーダーフォロー研修 19．7．24看護部滝本 5人
診療報酬研修 19．10．18医事課角野課長 43人
看護過程発表会 19．10．30 6人発表
T1人
認知症看護 19．11．15院外）西円山病院竹之内副看護部長 42人
看護観研修（卒後2年目） 19．12．18看護部白川部長 6人
看護i観発表会（卒後2年目） 20．2．6 6人
輸血研修 20．1．29院外）血液センター 39人
チームリーダー研修（予定者） 20。2．19看護部滝本 3人
実践報告会 20．4．10 47人
　運営は、委員が協力し合い滞りなく行う事が出来ていた
　すべての委員が、研修の運営の何らかの役割を体験できたが自信をもって行えるにいたっていない。
　次年度も継続し、自信が持てない役割を意識的に行う事で理解をしていきたい。
　研修内容は、外部講師との打ち合わせで具体的にイメージできたものは好評（認知症、事前アンケートで
困難事例の対応など依頼）。看護過程やチームリーダー研修のように、テーマ・目的によっては対象者を絞っ
てもよかったと考える。摂食嚥下については、講師等の検討に時間がかかり実施にいたらなかった。次年度
からは、年度初めの企画段階で十分検討し決定したい。看護観研修は、今年度初めて企画実施したものであ
る。日常業務的には指導を必要ではないレベルに達している二年目看護師が患者、家族の対応に悩んでいる
時期に意見交換ができ、看護についてあらためて考える機会となった。次年度も実施予定。
2．研修運営方法を理解
3．教育委員の役割について知識を深めるについて
　　プロジェクター、コンピューター操作マニュアルを作成することで、操作が苦手という委員も一通りの操
作は出来てはいた。しかし、まだ自信がない委員もおり経験を積む事が必要と思われる。
　委員の役割については、研修に参加した2名の主任からの報告を予定していた。倉主任からの報告を5月
　に聞くことができたが、12月の研修に参加した後藤主任からの報告は年度末で十分な時間が取れず次年度に
延期とした。次年度は、全職員からのアンケート結果から教育委員が研修を企画する予定であるため、報告
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をもとに企画立案に取り組んでいきたいと考える。
4．新採用者オリエンテーションへの参加
　H20年度は、新卒者の入職がなかったため、1日にスケジュールが短縮となり例年の内容と異なっていた。
　しかし、委員2名が見学し次年度に備えることができた。次年度は、全員の参加を予定。
【課題と今後】
　研修の運営については、昨年に引き続き経験を重ねることで自信をつけていきたい。
　昨年までの部署毎の役割分担から主任を中心とした2チームで担当研修を分担する形式で実施予定。この形
式によって、他部署のスタッフと協力して行うことで連携を深め、チームごとに責任を持った運営を目指すこ
とで委員としての役割を認識できるようにしたい。また、研修の評価としてこれまでは参加者や発表者・座長
などにアンケートを行っていたが、次年度は教育委員が運営したものの視点での評価も実施。研修報告をする
中で役割について話合う機会としたいと考える。
文責　滝本　早苗
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